


　研究所ではサマースクールのプログラムや総

合学習の一環として、子供たちと一緒に干潮時

の磯にでかけ、生き物観察を行っています（図１）。

　磯で出会うことのできる生き物の中には、ウニ

やヒトデ、ナマコなど、どちらかというと地味な生

き物も少なくありません。そこで、こういった動き

の少ない生き物にも、もっと興味を持ってもらえ

るようにちょっとした工夫をしています。それが今

回紹介するイソリンピックというプログラムです。

　イソリンピックはその名の通り、磯の生き物を

選手にしたオリンピックのようなものです。ちょっ

とした自作の道具や身の回りのものを使い、さま

ざまな競技を行っています（図2）。それでは主

な競技の内容を紹介していきましょう。

ヒトデ起きあがり競争：ヒトデを裏返して水中に

におき、ひっくり返るはやさを競います（図3a）。

派手さはありませんが、ゆっくりとしかし確実に

体を動かし起きあがる様子には、ちょっとした感

動すら覚えてしまいます。完全に起きあがるには

少なくとも5分以上はかかると思います。

ウニの縄抜け競争：ウニの体に大きめの輪ゴム

を三重ぐらいにしてかけ、水中に置きます（図3b）。

ウニは上手に棘をねかせ、管足を使って移動し

ながら器用に輪ゴムをはずします。大きさや棘の

形状が違うウニを使うとおもしろい結果が出ます。

カニ玉転がし：ヒライソガニなどを使った玉転が

しレースです（図3c）。一つのコースに複数のカ

ニを入れます。玉は軽い素材のものであれば何

でもかまいませんが、コースの幅にあったものを

使わないとなかなかうまく転がしてくれません。

クルマナマコ大脱出：磯の石をひっくり返すとた

くさんみつかるムラサキクルマナマコを直径5mm

ほどの小さな穴が開いた箱（イリュージョンボッ

クスと呼んでいます）に閉じこめます。箱から速

く抜け出した方が勝ちです（図3d）。脱出に要す

る時間はまったくのナマコ次第。最低でも30分か

ら1時間ぐらいは放っておく必要があります。

ヤドカリ60cm走：タイドプールなどを歩き回って

いるヤドカリ（ヨコバサミの仲間）を捕まえてコ

ース上で走らせるいう、とてもシンプルな競技で

す（図3e）。コースの端にヤドカリをひっくり返し

ておいてスタートします。小さなヤドカリが大きな

ヤドカリをごぼう抜きにしたり、途中でコースを逆

走するもの、ゴール直前で殻に引っ込んでしまう

ものがいたりと、なかなか白熱した試合が繰り広

げられます。リレー方式で行ってもおもしろいか

もしれません。

タマキビ危機一髪：海水を張ったコップに水を嫌

う習性のあるタマキビを何匹か入れます。一定時

間後に水からあがったタマキビの数を数えます。

　このほかにも、アメフラシの仲間を透明な板な

磯を使った楽しい体験プログラム ＜イソリンピック＞について

中地 シュウ

図1．潮の引いた磯の様子

図2．イソリンピックの道具

左：特設リング　右：特設コース
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竜串湾の自然再生
環境省自然環境局土佐清水自然保護官事務所　三宅 雄士 

図1．竜串湾の位置

図2．竜串湾の景観

　竜串湾は、黒潮生物研究所がある大月町の東

隣、高知県土佐清水市の西南部にあります（図1）。

海岸線に見られる奇岩が有名で、一帯は足摺宇

和海国立公園に指定されています（図2）。そし

てもう一つ有名なの

が、海の中の美しい

景観です。竜串湾に

はイシサンゴ類を中

心とした亜熱帯性の

生物群集による海中

景観が優れた地域と

して、海中公園地区

（4地区、約22ha）が指定されています。海中を

遊覧するためのグラスボートが運航されており、

沿岸部には海中展望塔、水族館、キャンプ場な

どが整備され、多くの人々が訪れる足摺宇和海

国立公園の重要な拠点となっています。

　しかし、近年になってサンゴ群集に衰退傾向

が見られるようになり、特に竜串や大碆などの海

中公園地区内のサンゴが大きく減少しました。サ

ンゴは地域の重要な観光資源にもなっていること

から、地元の観光業に携わる人々を中心にサン

ゴの移植が行われるなど対策が始められましたが、

2001年9月、この状況に追い打ちをかけるような

悲劇が起こりました。記録的な大雨が高知県西

南部を襲い、未曾有の大水害が発生したのです。  

　この大雨により、山林では多くの山腹崩壊が起

こり、また、河川の水位が急激に上昇したため、

大量の濁水が発生し、田畑や町は泥の海と化し

ました。濁水は最終的には海へと流れ込み、湾

内の多くのサンゴが、泥をかぶって窒息死したり、

長期にわたる濁りのため十分な光合成ができず

に白化、斃死しました。

　災害後、一部の海域において海底に堆積した

土砂を除去する対策がとられましたが、これは応

急措置にとどまり、大雨に伴う濁水の湾内への流

入や、波浪に伴う海底の堆積土砂の舞い上がり

により、海中がすぐに濁ってしまうという悪循環

が続いています。

　このような状況の中、環境省では、健全な生

態系と優れた海中景観を取り戻すため、平成１５

年度から自然再生事業を開始しました。現在、

竜串湾のサンゴ群集衰退の原因を明らかにし必

要な対策を検討するため、詳細な自然環境調査

を進めているところです。これまでの約２年間に

わたる調査から様々なことがわかってきましたが、

再生には、湾内に留まって濁りを発生させている

堆積物を除去する対策と、河川から湾内に供給

される汚濁負荷に対する発生源対策が不可欠で

あることがわかっています。

　つまり、海岸線の国立公園の中だけでなく、

山→川→海へとつながる流域全体での取り組み

が不可欠であるということで、関係行政機関、地

域住民、観光業者、農林漁業関係者等、流域に

関係する様々な人々が連携しながら事業を進め

ていく必要があります。

　今後、必要な調査を実施すると同時に、関係

者間の調整を進めながら再生のための全体計画

を策定する予定ですが、流域全体の取り組みを

通じて地域全体の活性化にもつながるよう検討を

進めています。

　サンゴ輝く竜串の再生に向けて、いま取り組み

が始まったところです。

高知県

竜串湾（土佐清水市）
足摺岬

愛媛県
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　私は東京で生まれたが、生後まもなく沖縄へ

とつれていかれたので、物心ついた頃からサン

ゴ礁の海で泳いでいた。それから二十数年の間に、

色々な海を知ることになったが、あの頃の沖縄の

海を越える場所にはまだ出会っていない。その

美しさは、海の碧さとともに今でも深く記憶に残

っている。沖縄にいた頃は、世界中の海がこの

海と同じように光り輝いているのだと当然のように

思っていた。7歳のとき沖縄を離れ、三重県の津

に移り住んだ。そこではじめて沖縄以外の海を知

り、私は大きなショックを受けた。伊勢湾の海は、

水中で伸ばした自分の手の先さえ見えないほど

濁っていたのだ。それからしばらくの間、私は海

から遠ざかるようになり、代わりに川遊びにのめ

りこむようになった。小学校の通学路にあった小

川や用水路が格好の遊び場となった。何故だか

やはり水辺に惹かれていた。

　中学に上がる頃になると、自然の中の遊びを

忘れ、部活に明け暮れるようになった。そして当

たり前のように高校に進学したが、高校2年のとき、

また転機が訪れた。グレートバリアリーフの中心

であるオーストラリアのタウンズビルという街に引

っ越すことになったのだ。無知だった私は、いつ

でもグレートバリアリーフで泳げるんだと思って

いた。しかし、沖縄のサンゴ礁と違い、船を走ら

せないとたどり着けないような沖にあった。砂浜

からちょっと泳いでサンゴを見に行くというわけに

はいかなかったのだ。そんなとき、ダイビングと

出会った。ダイビングのライセンスを取るため、

生まれて初めて組んだバディは忘れもしないマッ

チョなデンマークの軍人だった。バディブリーヂ

ング（一つのレギュレーターで交互に呼吸をする）

は、多感な高校生であった私にとってまさに拷問

のようだった。はじめて潜る本場のサンゴ礁はさ

ぞ綺麗だったろうと思うのだが、バディの印象が

あまりにも強すぎて、よく思い出せない。それか

ら海を通じて様々な人と出会い、そして別れた。

オーストラリアの雄大な自然は私を強く育ててく

れた。

　やがて、大学進学のため日本に戻ることになっ

たが、日本でもサンゴのあるところに住むのだと

決めていた。以前住んでいたことのある沖縄を除

くと、鹿児島か高知のあたりがいいなと考えていた。

結局、鹿児島には修学旅行で一度いったことが

あるという理由から、高知に住むことに決めた。

　大学は高知大学の地学科を選んだ。なぜ地学

科なのかというと、私が入学した年から自然環境

科学科という新しい学科に変わることになってい

たからだった。その名前に勝手な妄想を抱き、

いろいろなことが勉強できるのだろうと思ってい

たのだが、入学してからしばらくして何か違うと

気付いた。できたばかりということもあり、名前

は変わっても授業の多くはそのまんま地学のこと

だったのだ。地学というのは1万年前の出来事を

つい昨日あったことのように話す変わった学問だ。

海洋から惑星まで幅広く扱っているが、サンゴは

生き物としてではなく、サンゴ礁という地形や炭

酸塩堆積物という地質の一つとして扱われる。

　大学の１～３回生の夏休みに、父の助手として

八重山にある石垣島の白保というところで、サン

ゴモニタリング調査に参加することができた。こ

の白保での調査を通じて、世界規模で起こった

1998年のサンゴの白化現象を目の当たりにし、そ

して、現在の指導教官である東北大学の先生と

も出会った。サンゴを本気で研究してみたいと考

えはじめたのはこの頃からだった。卒業研究は

高知県の夜須町をフィールドに、修士では同県

奈半利町のサンゴ群集について調べた。これら

の高知での調査が縁となり、この春から黒潮生

物研究所の嘱託（食卓）職員として働くことにな

った。温帯域のサンゴ群集には、沖縄などとは

また違ったおもしろさがある。1年間という期限付

きではあるが、この温帯域のすばらしいサンゴ群

集について調べ、伝えていきたいと思う。

サンゴと私

嘱託研究員　目崎 拓真

東北大学博士課程２年
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　本誌前号（Vo. 5, No. 4）の裏表紙で、本誌の

編集長でもある中地君が土佐清水市竜串のオニ

ヒトデ駆除について紹介しました。オニヒトデに

ついては本誌Vol. 3, No. 1の「サンゴ学入門（5）」

で詳しく説明しましたが、1970年代から80年代前

半にかけて沖縄をはじめ世界中のサンゴ礁で大

発生して大きな被害をもたらし、多くのサンゴ礁

でサンゴを食い尽くしたあと、80年代後半には収

束しました。

　90年代に入ると沖縄本島を中心に小規模な発

生は見られたものの、他の海域に影響するような

大規模な発生には至らず、各地でサンゴの再生

が進みました。しかし2000年に奄美大島瀬戸内

海峡で始まった大発生は、2002年には沖縄本島、

慶良間諸島に拡大し、小規模ながら黒潮の下流

にあたる九州西岸の天草にも飛び火し、駆除が

行われました。その後、2003年には宮古にも拡大、

八重山でも個体数の増加が見られるようになりま

した。この頃から、九州、四国、紀伊半島など

本土沿岸でも個体数の増加が懸念されるように

なりました。

　本土海域でこれまでにオニヒトデの増加が伝え

られているのは、前述の天草の他に鹿児島湾、

和歌山・串本、そして高知南西部で、2004年度

の駆除数は表1のようになっています。天草では

2003年の駆除の結果、オニヒトデはいなくなった

ようです。

　オニヒトデは熱帯性の動物で、水温が14～15

℃以下になると生きていけないと言われています。

また、オニヒトデの産卵期は夏の間、6～9月頃で、

1シーズンに数回、１個体のヒトデが合計数百万

～数千万個の卵を産みます。沖縄や奄美などで

オニヒトデが大発生すると、黒潮に乗って卵や幼

生が本土に流れ着き、冬季、水温が15℃を下回

らなければ生き残って、2～3年後には腕径（腕

の端から端までの直径）20～30cmに育ってサン

ゴに被害が見られるようになる。というのが本土

海域のオニヒトデ大発生のパターンです。南の

海で大発生が続いていれば、黒潮に乗って毎年

子供が供給され続けます。しかし冬季、水温が

14～15℃を下回ればみな死んでしまうため、大

発生は起きません。

　紀伊半島や四国では、黒潮の流れ方によって

冬季の水温が大きく変動します。ここ数年、黒潮

は紀伊半島の先端、串本にぶつかるほど近くを

流れ、冬季の最低水温が16℃近くもありました（図

日本本土海域のオニヒトデ発生状況

岩瀬 文人

表1．最近1年間に本土海域で駆除されたオニヒトデ

図1．昨年1月と今年3月の黒潮の様子
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2004年度

'05／3

'05／4

'04／12～'05／3

'04／11～

なし

540個体

588個体

443個体

2,072個体

20,000個体超

九州　　　天草

　　　鹿児島湾

四国　　沖の島

　　　　沖の島

　　　　　竜串

本州　　　串本

地　域　　　 　　  駆除時期　　　駆除個体数



1上）。そのため黒潮の上流、琉球列島で大発生

していたオニヒトデの子供が多数流れ着き、冬

季の水温が高かったために死亡率も低く、2万個

体を超える駆除数になる大発生に至ったものと考

えられます。しかし昨年の秋頃から黒潮が蛇行を

はじめ、紀伊半島の南東に冷水渦（冷たい海水

の塊）ができました（図1下）。今冬の最低水温

は14℃程度だったと聞きましたが、この傾向が何

年か続けば、大発生は収束するかもしれません。

　四国の南西岸では、黒潮の蛇行は串本のよう

に大きな影響がありません（図1上下）。むしろ

黒潮が蛇行した方が黒潮の流軸が近寄る傾向が

あり、冷水渦によるオニヒトデの死滅は期待でき

ません。冬季の最低水温はもともと15℃を下回る

ことがほとんどなく、特に沖の島では、最低水温

が18℃近いことさえあります。足摺宇和海国立公

園の各地で行われているオニヒトデ駆除数の推

移（図2）を見ると、竜串や樫西では90年代に入

ってほとんどオニヒトデが見られなくなったのに対

して、沖の島では100～500個体程度の駆除が継

続しています。竜串では2003年からオニヒトデ増

加しはじめ、今年は大幅増、沖の島では今年か

らオニヒトデの増加傾向が見られるため、来年に

は個体数が大幅に増加する可能性があり、注意

を要します。

　今年に入って竜串と沖の島で駆除されたオニヒ

トデを研究所に持ち帰り、大きさと重さを量って

みました（図3）。大きさは、15本ほどもあるオニ

ヒトデの腕の端から端までの長さ（腕径）を物差

しで測り、重さは研究所まで持って帰ったオニヒ

トデの湿重量を、最小目盛50gの台秤で量りました。

　その結果、竜串のオニヒトデは腕径25.5cm、

質重量0.60kgのものが標準なのに対して、沖の

島のオニヒトデは腕径20.0cm、質重量0.28kgで、

明らかに沖の島のヒトデの方が小さいことがわか

りました（図4）。沖の島では不思議とサンゴの

ないところにオニヒトデが多く、ヒトデが薄っぺら

く感じます。竜串ではテーブルサンゴの多いとこ

ろにオニヒトデが多く、栄養状態の違いを示して

いるように思われましたが、沖の島のヒトデは

2003年生まれのヒトデで、竜串のヒトデは2002年

生まれのヒトデである可能性も否定はできません。

　鹿児島湾のオニヒトデは2003年から桜島付近

で見られるようになりました。今のところ鹿児島湾

内、桜島南岸に限定的に分布していますが、今

後の推移を見守る必要があります。

図4．竜串と沖の島の駆除個体のサイズ

図3．沖の島のオニヒトデ
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　研究所ではサマースクールのプログラムや総

合学習の一環として、子供たちと一緒に干潮時

の磯にでかけ、生き物観察を行っています（図１）。

　磯で出会うことのできる生き物の中には、ウニ

やヒトデ、ナマコなど、どちらかというと地味な生

き物も少なくありません。こういった動きの少な

い生き物にも、子供たちがもっと興味を持ってく

れるようにと思い始めたのが、今回紹介するイソ

リンピックというプログラムです。

　イソリンピックはその名の通り、磯の生き物を

選手にしたオリンピックのようなものです。ちょっ

とした自作の道具や身の回りのものを使い、さま

ざまな競技を行っています（図2）。それでは主

な競技の内容を紹介していきましょう。

ヒトデ起きあがり競争：ヒトデを裏返して水中に

におき、ひっくり返る速さを競います（図3a）。派

手さはありませんが、ゆっくりとしかし確実に体を

動かし起きあがる様子には、ちょっとした感動す

ら覚えてしまいます。完全に起きあがるには少な

くとも5分以上はかかると思います。

ウニの縄抜け競争：大きめの輪ゴムでウニの体

を3重ぐらいにくくり、水の中に置きます（図3b）。

ウニは上手に棘をねかせ、管足を使って移動し

ながら器用に輪ゴムをはずします。大きさや棘の

形状が違うウニを使うとおもしろい結果が出ます。

カニ玉転がし：ヒライソガニなどを使った玉転が

しレースです（図3c）。一つのコースに複数のカ

ニを入れます。玉は軽い素材のものであれば何

でもかまいませんが、コースの幅にあったものを

使わないとなかなかうまく転がしてくれません。

クルマナマコ大脱出：磯の石をひっくり返すとた

くさん出てくるムラサキクルマナマコを直径5mmほ

どの小さな穴が開いた箱（イリュージョンボック

スと呼んでいます）に閉じこめます。箱から速く

抜け出した方が勝ちです（図3d）。脱出に要する

時間はまったくのナマコ次第。最低でも30分から

1時間ぐらいは放っておく必要があります。

ヤドカリ60cm走：タイドプールの中で歩き回って

いるヤドカリ（ヨコバサミの仲間）を捕まえてコ

ース上で走らせるいう、とてもシンプルな競技で

す（図3e）。コースの端にヤドカリをひっくり返し

ておいてスタートします。小さなヤドカリが大きな

ヤドカリをごぼう抜きにしたり、途中でコースを逆

走するもの、ゴール直前で殻に引っ込んでしまう

ものがいたりと、なかなか白熱した試合が繰り広

げられます。リレー方式で行ってもおもしろいか

もしれません。

タマキビ危機一髪：海水を張ったコップに水を嫌

う習性のあるタマキビを何匹か入れます。一定時

間後に水からあがったタマキビの数を数えます。

　このほかにも、アメフラシの仲間を透明な板な

磯を使った楽しい体験プログラム ＜イソリンピック＞について

中地 シュウ

図1．潮の引いた磯の様子

図2．イソリンピックの道具

左：特設リング　右：特設コース
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どにくっつけ、空中で逆さまにし、どのくらいくっ

ついていられるかを競う＜ひっつけアメフラシ＞、

ヒメアサリなどの磯にすむ潜砂性の二枚貝を使っ

た＜アサリの砂もぐり競争＞など、様々な競技を

用意しています。ここで扱っている生き物たちは、

十分に潮の引く時期、時間を選べば、誰でも見

つけることのできるものばかり。磯にはまだまだ

たくさんの生き物がいるので、このほかにも新し

い競技がいろいろと考えられると思います。

　通常はプログラムを盛り上げるため、参加者

を紅白チームに分け、競技ごとに点数を決めて

勝敗を競っていますが、「ヤドカリ60cm走日本記録：

イソヨコバサミ12秒88」とか「ウニの縄抜け日本

記録：ツマジロナガウニ6分45秒」というように、

一つ一つの競技結果を記録していくだけでも十

分楽しめると思います。競技に使う生き物は、な

るべく子供たちの手で捕まえてもらうことにしてい

るので、干潮の時刻をちゃんと把握しておくこと

が重要です。基本的に磯では潮位が低いほど生

き物は見つけやすくなります。また、プログラム

が間延びしたものにならないようにうまく競技の

順番を考えたり、場合によっては、いくつかの種

目を同時進行で進める必要も出てきます。

　生き物観察会などを行うと「この貝の名前は

何？」とか、「これはなんていうウニ？」と、見つ

けた生き物の名前を片っ端から聞いてくる人がい

ます。生き物の名前を覚えることはもちろん重要

なことなのですが、とかく私たちは名前を知った

だけで、その生き物のことをある程度理解したよ

うに錯覚してしまいがちなもの。また説明してい

る方も、参加者に問われるまま、質問に答えてい

くだけではだんだん飽きてきてしまいます。

　このイソリンピックでは楽しく遊びながら、生き

物の体のつくりの多様さ、動きのおもしろさに気

づいてもらうことができます。生き物というのはな

かなか人間の思い通りに動いてくれないので、

競技自体が全くなりたたないことも多々ありますが、

たとえ勝敗が決まらなくても、発見してもらえるこ

とはたくさんあると思います。このプログラムを通

じて「へえヒトデって案外はやく動くんだな」と

か「ナマコって何であんなにからだが細くなるん

だろう」と、子供たちが驚きや疑問を感じてくれ

れば大成功。それがさらに自然や生き物につい

てもっと深く知りたいという気持ちにつながってく

れればいうことありません。

　皆さんもお近くの磯に出かけて、イソリンピック

を開催してみてはいかがですか。きっとたくさん

の選手たちが競技の開始を待っているはずです。

図3．イソリンピックの主な競技

a: ヒトデ起きあがり競争
b: ウニの縄抜け競争
c: カニ玉転がし
d: クルマナマコ大脱出
e: ヤドカリ60cm走

　

a b

d e

c
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